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「実」を使った熟語紹介の第２回目です。前回の

３年生の分は、誰の作品か想像できましたか。イニ
シャルは名字か名前のうちどちらかにしていま
す。今回も、誰の作品か想像してみてください。 
 

〇イニシャル「熟語」（思い・決意など） 
 
《２年１組》 

〇Y「実感」（心からそうだと感じることは 

いいことだと思うから。） 

●S「実行」（何でも実行できるように。） 

□K「結実」（自分が決めた目標や課題を 

しっかりと達成し、実行してよかったと思える後期にし

たいと思ったから。） 

■Y「実行」（何事でも実行できるようになりたい。） 

◇S「確実」（しっかりとした生活をしたいから。） 

◆M「確実」（物事や目標を「確実」に成功させる。） 

〇Y「充実」（行事がなくなったりしたけど、 

充実した学校生活にしたい。） 

●H「確実」（自分が頑張りたいこと、 

実現したいことを確実にやり遂げる意味。） 

□K「実験」（理科の実験のように、運がよく成功するこ

ともあれば、失敗してしまうことがあるから、実験のよ

うにいろいろ積み上げてほしいという思いから。） 

■R「確実」（何かをやり遂げるときには、確実に終わら

せたいと思ったから。また、信頼される人になりたい

ので、できるだけ確実にしたいと思ったから。） 

◇A「充実」（後期はもっと充実した日を過ごす。） 

◆K「実行」（私はすごく面倒くさがりなので、一度決め

たことは必ず「実行」して、たくさんのことに挑戦でき

る自分になりたいと思って、この漢字にしました。） 

〇N「現実」（現実を見て、学習したりすること。） 

●A「果実」（果物は実るので、自分も成長したいと思っ

たから。） 

□R「実現」（コロナがない世界を実現したい。）   

■Y「実力」（自分の実力を知り、足りなかったら努力

し、足りていても、もっと磨こうと思ったから。） 

◇Y「実現」（いろいろなことに挑戦し、それらを実現さ

せるまであきらめない。）                      ↗ 

◆Ｏ「実行」（何か興味などが少しでもわいたりしたら、

それを実行させようと思ったから。何事にも挑戦が大切

だから、これからは実行したいと思った。） 

〇A「確実」（自分が目標としていることや決めたことを

確実にし、中途半端で終わらないという思いで、確実に

しました。） 

●N「実行」（自分は、考えても実行まで至らずに終わっ

たり、途中で終わってしまったりすることがあるから、最

後まで実行できる人になりたいから。） 

□N「忠実」（自分の心に従って、他人の言葉に惑わされ

たりしないようにしたい。） 

■Ｏ「実行」（計画や予定を実行させたいから。） 

◇Ｈ「実行」（思いつくことはあっても、 

実行できないことが多いから。） 

◆Ｏ「現実」（現実をしっかり見て、 

向き合えるようにしたい。） 

〇R「実践」（コロナ禍の中でしか 

できないこと、自分が人の為にで 

きることを実践して役に立ちたいから。実践すること

で、何か新しい力が実るかもしれないと思ったから。） 

 
《２年２組》 
〇T「実行」（何でもすぐ実行するため。） 

●S「実力」（テストで、自分の実力を出しきりたいから。） 

□K「堅実」（１つ１つしっかりとこなしていこうと思い。） 

■Y「実力」（勉強やテストで今の実力を 

発揮してがんばりたいから。） 

◇N「実力」（自力で成し遂げていかない 

と道は開けないから。） 

◆Y「実行」（計画したものを実行に移す。 

自分からどんどん実行していく。）   

〇M「誠実」（物事を真面目に取り組みたい。） 

●H「実現」（実現不可能なことの実現を可能にする。） 

□M「真実」（誰かが何かをやらかしてもすぐに真実で伝

えられるようにする。） 

■K「実物」（オリジナルの自分でいてほしい。） 

◇Y「結実」（今、達成したいことがあるので、結実できる

ように頑張りたいです。） 

◆I「実心」（自分の心【気持ち】を変えて、自分自身の思

いを信実に言えるようにしたいと思ったから。） 

〇T「心実」（心が実ってほしいから。）  → 裏面へ 

今の思いを「実」を使って表現② 



●K「実行」（言うだけじゃなく、しっかり行動にうつせ

るようにしたいから。） 

□T「実績」（英検など小さな実績を少しずつ積み重ね

て、私の夢に一歩でも近づけるようにしたいから。） 

■T「実感」（何にでも実感できるようになりたい。） 

◇I「実践」（部活などで実践でいい記録を出す。） 

◆H「実績」（勉強や部活で実績を残したいから。） 

〇M「真実」（どんな時でもうそをつかず、真実を話し

たいと思ったから。） 

●Y「実力」（いろいろな実力を上げたい。） 

□K「願実」（この世の中からコロナや犯罪がなくなって

ほしいという願いが実ってほしいので願実にしまし

た。） 

■N「実践」（何でもやってみることから始めようと思っ

たから。） 

◇H「実行」（自分が言ったことはできるだけ達成した

いから。） 

◆I「実現」（柔道の県大会で優勝できるように実現にし

ました。） 

〇M「実現」（口で言うのは簡単だから、きちんと口に

したものを現実のものにする。） 

●K「確実」（一つ一つに真剣に取り組ん 

で成功させる。） 

□T「確実」（練習をして、できないことを 

確実にできるようになりたい。） 
 

《１年１組》 

●R「実戦」（何事でもチャレンジして、何事にも勝って

いく。） 

□Y「確実」（自分が思っていることが全部間違ってい

ると思わないで、自分の意見を大切にする。） 

■F「実現」（じつげんしたいから。） 

◇M「実現」（自分の将来の夢や頑張ろうと思うことを

実現させる。） 

◆F「確実」（確実に目標にたどり着く。） 

〇M「野実」（野球の練習がいつか実るといいなという

こと。） 

●K「実行」（忘れ物をなくすために行動したいから。） 

□R「実験」（何にでもチャレンジしたいから。） 

■K「実行」（いろんなことを自分から実行する。） 

◇F「実現」（夢を実現するため。） 

◆Y「実現」（実現したいから。） 

〇R「実話」（本当のことを言う。） 

●Y「実行」（進んで実行する。） 

□R「真実」（うそをつかない。） 

■S「実現」（夢を実現したい。皆で夢を実現したい。） 

◇S「真実」（いつも本当のことを心で思って、うそをつ

かない。） 

◆S「実現」（いろいろなことを実現させたい。）  

〇K「誠実」（誠実に生きていきたいから。）     ↗ 

●K「実行」（どんなことでも実行する。） 

□K「口実」（口に出して終わりではなく、口 

に出したなら実らせたいと思ったから。） 

■T「実験」（失敗を恐れずにいろいろなこと 

に挑戦してほしいという思い。） 

◇K「実戦」（どんなことも実戦しないと結果はわからな

いという思い。） 
 

《１年２・３組》 

◆R「実行」（すぐに実行する人になりたい。） 

〇S「花実」（花が咲くような実になりたいから。） 

●H「実現」（身の回りのことを実現できるように。） 

□Y「実現」（自分が思ったことを実際に実現する。） 

■K「誠実」（何事も誠実にやっていきたい。） 

◇M「現実」（現実を受け入れる。） 

◆K「実技」（体育の実技を頑張る。） 

〇N「実直」（自分に正直になりたい。） 

●K「忠実」（みんなにまじめに勉強など 

をしてほしいから。） 

□S「実行」（実際にやってみると分かるから。） 

■H「実際」（見るだけじゃなく、実際にするということを

思いました。） 

◇T「実行」（何事にも進んで実行して取り組むこと。） 

◆ Y「実戦」（様々なことへ果敢に挑んでいく。） 

〇N「現実」（現実を受け入れて頑張る。） 

●Y「充実」（充実して過ごす。） 

□T「現実」（勉強を頑張る。） 

■S「忠実」（正直に生きてほしい。） 

◇M「実行」（何でも実行してみる。） 

◆T「実現」（○○○を実現したかったから。） 

〇K「実行」（テスト勉強の計画を立てて行いたい。） 

●Y「確実」（私の夢や目標を「確実」に叶える。だから「確

実」にしました。） 

□R「実力」（今までやってきたことを、自分の実力にし

ようというメッセージ） 

■Y「実在」（みんなは一人の人間だから堂々と生きる。） 

 
 

 
 昨年度から始めた「乗入授業」を今年度も始めました。

９月９日に北小の算数、１４日に南小の英語の授業を行

いました。今年度の６年生は昨年度の児童（現中１）以上

に反応がよく、授業が大いに盛り上がりました。授業が

終わると、「もう終わ 

り？」「楽しかった！」 

といった児童の感想 

がきかれました。これ 

から毎月両小学校に 

伺います。どうぞよろ 

しくお願いします。 

乗入授業が始まりました！ 



 


